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順
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新しい自治会長さんが決まりました	 問　防災安全課　℡ 22-3721
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箕　

島

駅 前 久 保 　 武 紀

宮　

崎

辰ヶ浜第１ 北 山 　 光 昭

宮　

原

東 栗 野 　 浩 紀
本 町 田 中 　 　 務 辰ヶ浜第２ 嶋 田 　 敏 弘 道 ● 中 西 　 正 行

東 濵 部 　 忠 男 辰ヶ浜第３ 石 橋 　 観 三 畑 宮 本 　 謙 治
北 田 中 　 武 紀 辰ヶ浜第４ 吉 田 伊 一 郎 滝 滝 川 　 明 彦

北 新 町 川 村 　 彰 司 辰ヶ浜第５ 田 中 　 康 司 滝 川 原 塩 崎 　 利 則
中 辻 岡 　 敏 博 辰ヶ浜第６ ● 嶋 田 　 雅 公

糸　

我

地 蔵 堂 ● 伊 藤 　 嘉 史
南 東 山 季 見 彦 男 浦 田 中 　 良 人 新 田 上 野 山 正 美

寺 町 鈴 木 　 良 幸 矢 櫃 古 川 　 友 次 宮 城 谷 口 　 浩 司
福 島 ● 大 寳 　 英 明

中　

央

逢 井 桑 原 　 久 雄 沖 桑 原 　 清 喜

港

赤 岩 成 戸 　 　 敦 小 豆 島 三 浦 　 　 勝 堀 町 新 田 　 一 男
東 神 保 　 光 宏 古 江 見 石 井 　 　 卓 真 砂 西 川 　 源 造

出 崎 １ 羽 畑 　 方 行 新 堂 成 川 　 延 之 西 里 宮 井 　 哲 也
出 崎 ２ 野 村 　 愼 司 野 ● 児 嶋 　 陽 徳

初　

島

里 中 央 大 中 　 眞 人
中 １ 若 松 　 孝 宜 山 地 本 多 　 正 記 弓 場 打 樋 　 敏 明
中 ２ 長 尾 　 正 純

保　

田

千 田 西 宮 井 　 勝 巳 奥 竹 田 　 　 浅
新 屋 敷 １ 小 林 　 茂 喜 野 井 和 田 　 　 正 北 原 西 中 　 教 高
新 屋 敷 ２ 野 村 　 豊 博 佐 山 酒 井 　 利 行 南 南 村 　 純 一
芦 原 １ 網 谷 比 呂 志 高 田 ● 宮 﨑 　 　 正 上 北 野 　 博 己
芦 原 ２ 野 田 　 正 一 辻 堂 御 前 　 祐 司 砂 浜 ● 中 井 　 宏 幸
芦 原 ３ 髙 石 　 雅 明 星 尾 有 本 　 秀 幸 本 町 中 川 　 　 且
西 の 浜 薮 下 　 文 男 山 田 原 貴 志 　 壽 夫 北 北 野 　 惣 一
新 川 榎 本 　 雅 文 下 中 島 楠 本 　 哲 三 新 田 橋 本 　 正 彦
港 楚 都 浜 ○ 中 本 　 　 満 宮

原
新 町 川 口 　 伸 二 中 野 中 村 　 数 之
須 谷 川 口 　 精 一 脇 本 脇 村 　 正 次

令和６年度の自治会役員が選出されましたので、お知らせします。（敬称略） ○市連合自治会長　●地区連合自治会長

有田市職員　採用試験案内
問　総務課　℡22-3742 Arida Information

人口・世帯数
【令和 6 年 4 月１日現在】

人口　25,577人（前月比-53人）
男　12,181 人　女　13,396 人
世帯数　11,681 戸

～有田市からのおしらせ～

ごみの分別・減量にご協力を	 問　生活環境課　℡ 22-3565

第１次試験はSPI3を実施します
　本市では、未来を切り拓く発想力や行動力のある人材を
求めています。第１次試験では、多くの民間企業が採用し
ている総合検査 SPI3 を実施します。なお、試験会場は市
内会場のみでの実施となります。

■プラスチックごみの分別について
市では、プラスチックごみをリサイクルするために分別収集に取り組んでいます。下記はリサイクルできないため、

プラスチック製であっても、プラスチックの袋には入れないでください。

●汚れがついたままのもの
　他のきれいなプラスチックまで汚してしまいます。

害虫の発生や臭いの原因にもなるので、必ず中身を使

い切り、水洗い等で汚れを落としてから出すようにし

てください。汚れが落ちないものは、プラスチック製

であってもその他の不燃物の袋で出してください。

●プラスチック以外の素材が付いているもの
　プラスチック以外のものが付いている場合

は外してください。

　外せない場合は、その他の不燃物の袋で出

してください。

■ごみを減量するためには
家庭から出るごみを減量するためには、最も多いごみ『生ごみ』の減量が効果的です。

いき使 食べきり 水きりり

食材を残さず
使い切ろう

・買物前に冷蔵庫を
　チェックしましょう
・消費期限を把握して、
　食品ロスを

料理はおいしく残さず
食べ切ろう
・料理は必要な量だけ
　作りましょう
・余った食べ物は上手に
　保存しましょう

生ごみはしっかり
水を切ろう

・切りくずはできるだけ
　濡らさないようにしましょう
・お茶やコーヒーの出し殻は
　乾かして捨てましょう

生ごみの約80％が
水分と言われています

　減らしましょう

試験区分 採用予定人員
一般事務職 4 人程度
建築技術職 3 人程度

※試験区分ごとに受験資格の要件があります。
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

採用予定日　令和 7 年４月１日
第１次試験　６月 16 日（日）　
受 付 期 間　５月１日（水）～ 21 日（火）
※第 1 次試験については、市内会場のみでの
　実施となります。
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皆さんのちょっとした心がけで簡単に

生ごみの減量ができる『３きり運動』。

食材の「使いきり」、食品の「食べきり」、

生ごみの「水きり」を実践し、ごみを

減量していきましょう。

採用後、新規採用者向け研修や資格取
得に係る受験料の補助制度もあるよ！
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